令和７年度　自己評価・学校関係者評価　報告書
	学校番号
	１０８


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岐阜県立揖斐特別支援学校　
  教務部　
自己評価
	学校教育目標
	・児童生徒がもつ可能性を最大限に伸ばし、地域社会に参加していく基礎的・基本的な力を身に付けることができるように、次のことをねらいとする。
・児童生徒一人一人の障がいの状態や特性、発達段階等に応じたきめ細かい教育支援を行う。
・仲間や地域と共に、たくましく明るく生きる力を育む。
・児童生徒が主体的に社会参加するために必要な基礎的・基本的な知識や技能を培う。

	

	評価する領域・分野
	「企画・庶務・学習計画・PTA活動・理解啓発活動・図書・情報」(教務部)

	現状及びアンケート
の結果分析等
	・個別指導計画が校務支援システムへ移行。 
・PTA紹介掲示物が古い。 
・ホームページ更新が不定期。

	今年度の具体的かつ
明確な重点目標
	・校務支援システムの教員用マニュアル作成。 
・PTA紹介掲示物刷新。 
・ホームページ更新年間計画作成。

	重点目標を達成する
ための校内組織体制
	・分掌会、学部会、企画委員会、職員会議、主事会

	目標達成に必要な
具体的取組
	・マニュアル素案作成と改善。
・今年度取組のまとめ。 
・ホームページ週２回更新計画。

	達成度の判断・判定
基準あるいは指標
	・児童生徒の様子、保護者の意見、外部者の意見、職員の意見

	取組状況・実践内容等
	・マニュアル作成は未達（質問対応に追われた）。
・PTA紹介だけでなく学部掲示物も刷新。
・年間計画により更新頻度安定。

	評価の視点
	評価

	・マニュアル作成はできたか。
・掲示物は刷新できたか。
・ホームページは週２回更新できたか。
	Ａ　Ｂ　　Ｄ
　Ｂ　Ｃ　Ｄ
　Ｂ　Ｃ　Ｄ

	成果・課題
	総合評価

	・マニュアル作成は未達（質問対応に追われた）。
・PTA紹介だけでなく学部掲示物も刷新。
・年間計画により更新頻度安定。
	Ａ　　Ｃ　Ｄ

	来年度に向けての
改善方策案
	年度末までに最重要項目のマニュアルを作成し、次年度から即時活用できる体制を整える。



学校関係者評価　（令和８年２月２日実施）
	意見・要望・評価等
・ホームページがよく更新されるようになり、学校の様子がよくわかるようになった。
・ホームページが週２回、それ以上更新されていた。行事だけでなくお知らせや近隣の様子なども掲載されており、学校が身近に感じられる。
・学校へ伺うたびに掲示物が変わっていてきちんとしている印象です。
・教職員マニュアル作成は次年度にぜひ達成してください。


  健康安全部　
自己評価
	評価する領域・分野
	「保健管理・安全管理」（健康安全部）

	現状及びアンケート
の結果分析等
	・「医療機関との連携」では、学校医と連携し児童生徒の健康管理や感染症予防等を保健だよりで発信していく。
・「確実な緊急時対応」では、命を守る訓練等の取り組みを、保護者へホームページ等で発信していく。

	今年度の具体的かつ
明確な重点目標
	①保護者や外部機関と連携をし、児童生徒の健康・安全管理に努める。
②職員の危機管理意識の向上と学校環境の安全管理を進める。
③危機管理体制を整備し、児童生徒の防災教育を進める。
④児童生徒主体で安全な運動会（小中）・体育大会（高）の企画運営に努める。

	重点目標を達成する
ための校内組織体制
	・健康安全部会・企画委員会・学部会・学校保健安全委員会
・医療的ケア検討委員会・アレルギー対応委員会・運営委員会（運動会・体育大会）

	目標の達成に必要な
具体的取組
	①心肺蘇生法訓練でアレルギー対応の確認をし、周知を図る。
②ヒヤリハット事例は、電子会議室に出来事を簡素に載せ、共有を図る。
③災害に備え、月一回程度の訓練（様々な時間や場所に対応）を実施する。
④運動会、体育大会に分け、児童生徒主体の企画、競技を見合う場の設定等をする。体調管理、熱中症防止に努める。

	達成度の判断・判定
基準あるいは指標
	・児童生徒の健康状態、取組の様子・保護者の意見(アンケート結果)
・職員の意見(アンケート結果)・学校医や防災専門家、地域の意見

	取組状況・実践内容等
	①全職員参加で訓練を行い、心肺蘇生やアレルギー対応の確認を行った。
②ヒヤリハット事例を電子会議室に簡素に載せ、共有を図った。
③行事や休校等の兼ね合いで訓練が行えていない月があった。
④運動会・体育大会について、それぞれのねらいに沿って実施した。

	評価の視点
	評価

	①保護者や外部機関と連携し、ができたか。
②危機管理意識の向上と学校環境の安全管理ができたか。
③危機管理体制の整備と防災教育を進めることができたか。
④児童生徒主体で安全な運動会・体育大会の運営ができたか。
	Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ
Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ
Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ
Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ

	成果・課題
	総合評価

	[bookmark: _Hlk192614117]①児童生徒の健康・安全管理
○年度初めに全職員での心肺蘇生法やアレルギー対応の確認ができた。
▲アレルギー対応の書類やシミュレーションの見直しが必要。
②危機管理意識の向上・学校環境の安全管理
〇実践を想定した訓練等を行うことができた。
▲ヒヤリハット１１件、アクシデント１６件(医療的ケアアクシデント含む)
③危機管理体制の整備・防災教育
　〇職員の防災研修、児童生徒の防災に関する取組を強化することができた。
▲危機管理マニュアルの効果的な活用ができなかった。
④運動会・体育大会の安全な企画運営
○各学部工夫を凝らし、児童生徒の活躍の場を作ることができた。
　▲各学部間で協力したり、一緒に活動したりする機会が少なかった。
	

Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ



	来年度に向けての
改善方策案
	[bookmark: _Hlk192614264]・アレルギー対応の書類やシミュレーションについて見直し、周知する。
・危機管理マニュアルを各職員室に配付し活用できるようにする。
・様々な時間や場所での対応を各職員が想定できるように伝える。
・運動会・体育大会で協力したり一緒に活動したりする場面を多く設定する。



[bookmark: _Hlk98675238]学校関係者評価　（令和８年２月２日実施）
	意見・要望・評価等
・ヒヤリハットは学校全体で共有が図られており事故を未然に防止している。
・医療的ケアのない子どもも（自分の症状を上手く訴えられない子がいるので）食べ物の窒息事故等一年に一度は改めて対策を話し合っていただけるとありがたいです。
・危機管理意識の向上と安全管理ついて実践を想定して訓練しても、やはり訓練は訓練であり、マニュアルの定着と実践が大切だと思う。
・平時には大切とわかっていても危機管理意識の定着、向上は難しい。地道に継続していくことより他に方法はないように思う。


  生活支援部　
自己評価
	評価する領域・分野
	「生徒指導・特別活動」生活支援部

	現状及びアンケート
の結果分析等
	・いじめ防止対策検討委員会の外部委員の方から、仲間のよさだけでなく、
自分のよいところを見付けることはよいこと、と御意見をいただいた。
・自ら安全に生活する意識がもてるような取組の工夫をしていく必要がある。

	今年度の具体的かつ
明確な重点目標
	⑴自分自身のよい面を見つめる、いろいろな考え方を知る、仲間のよさに気
付けるような取組を行う。
⑵情報モラルに関しての継続的な教育及び啓発の情報発信をする。

	重点目標を達成する
ための校内組織体制
	・生活支援部
・専門性向上推進部、相談支援部、各部会
・校内ケース会議、連携支援会議、生徒支援委員会
・いじめ防止等対策検討委員会
・ＭＳリーダーズ（高等部生徒）

	目標の達成に必要な
具体的取組
	⑴いろいろな考え方、よさを感じられるような心の醸成を促す活動を計画し、実施する。
⑵教職員研修、継続的な取組や実施方法、情報提供の工夫をする。

	達成度の判断・判定
基準あるいは指標
	・児童生徒からの感想や意見、参加態度等
・保護者等からの意見
・学校運営協議会委員をはじめとする外部の方からの評価

	取組状況・実践内容等
	⑴全校でよいこと見付けを実施した。
⑵学年やクラスで、児童生徒の実態に合わせて指導、支援を行った。

	評価の視点
	評価

	①自分のよいところに気付ける、仲間のよさを認めたり思いやったりする様子が見られたか。
②児童生徒が自ら取り組んだ様子、教職員が継続的に取り組んだ経過、教職員に対して分かりやすく情報提供することができたか。
	Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ

Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ

	成果・課題
	総合評価

	○▲学校全体で取り組んだことで、様々な『よさ』に気付くことができた。しかし、自己肯定感、自己有用感を育む必要がある児童生徒も多い。継続した取組が必要である。
○▲情報モラルの課題が児童生徒の実態によって違う。周りの大人には見えてこない部分なので、伝える内容や支援を工夫し、継続して実施する必要がある。
	Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ

	来年度に向けての
改善方策案
	・いろいろな考え方、よさを感じられるような心の醸成を促せる取組を行う。
・情報モラルに関する教育を、年間を通して定期的に実施する。



学校関係者評価　（令和８年２月２日実施）
	意見・要望・評価等
・「よいことみつけ活動」は、昨年から継続的に取り組んでいる。ぜひ揖斐特別支援学校の文化として根付かせていってほしい。
・いじめなど情報モラルは感じる人それぞれで差がある。子ども達と一緒に何が良いか悪いかを話し合いながら他者の気持ちを考えていけるとよい。
・地域の学校との児童生徒を招く回数を増やし、一緒に給食を食べるなど近距離で接する機会を作っていただけるとありがたい。




  キャリア支援部　
自己評価
	評価する領域・分野
	「キャリア教育」「関係機関との連携」「情報提供」（キャリア支援部）

	現状及びアンケート
の結果分析等
	・学校内でのキャリア教育（進路指導）の系統性を図ることが必要である。
・今後も、障がい福祉の法律や制度の変化に応じて、保護者にタイムリーな情報や学校の取組等を提供や紹介の有効的な方法を工夫する必要がある。

	今年度の具体的かつ
明確な重点目標
	・学部ごとで保護者のニーズを一度確認し、状況によっては小中学部と高等部でそれぞれ進路だよりを作成する。(保護者にタイムリーな情報発信)
・担任及び学年団と連携し、本人の成長と課題が見つかる実習の実現。実習後、評価票を基に作業班を中心に情報を共有し今後の支援に活かす。

	重点目標を達成する
ための校内組織体制
	・キャリア支援部（企画・運営）と教務部、専門性向上推進部等との連携
・小・中・高等部会（一人一人やライフステージに応じたキャリア教育）

	目標の達成に必要な
具体的取組
	・外部支援機関と情報共有を密にし、最新の情報を発信。進路だよりや学校ＨＰを活用し、保護者のニーズに合った情報の提供。また、外部講師による保護者・教職員研修の充実を図る。
・実習後の評価票を基に教職員間で情報を共有し、全ての授業にフィードバックすることで、生徒の支援体制を構築する。それにより、就労先や実習先とのミスマッチを防ぐ。

	達成度の判断・判定
基準あるいは指標
	・保護者からの意見や感想
・学校運営協議会の意見、感想

	取組状況・実践内容等
	・教職員向け、保護者向け、生徒向けの進路研修会を多数計画し実施。
・進路だよりを小中学部と高等部に分け、保護者にタイムリーな情報発信、外部にはＨＰを利用し学校の取組みを発信。

	評価の視点
	評価

	①適性やニーズに即した進路支援体制の構築、関係機関との連携ができたか。
②職員へキャリア教育や進路についての研修を実施することができたか。
③児童生徒や保護者に分かりやすく進路情報や取組を提供することができたか。
	Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ
Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ
Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ

	成果・課題
	総合評価

	・高等部３年生で進路が明確な生徒に関しては、進路ごとに支援機関や就労先とも連携が取れ問題なく進んでいる。２名の進路未定者に対して、関係機関と連携を取るも最適な支援策が見つかっていない状況である。
	
Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ


	来年度に向けての
改善方策案
	・不登校気味の生徒に対して、最悪なケースを想定し、専門性向上推進部と協力し、早めに支援機関と情報を共有する。実習先とのミスマッチを防ぐために、必要に応じて保護者と本人の事前見学会を実施する。



学校関係者評価　（令和８年２月２日実施）
	・外部講師による講話は大変良い取り組みだった。組織の中にいると知らず知らずのうちに思い込みで判断していることが多々ある。違う視点での意見、考え方を聞く機会をこれからも大切にしてください。
・進路支援体制の構築や関係機関の連絡はよくできている。
・実習先の選択から決定、就労先の決定の流れ等の情報を早くから保護者に発信していけるとよい。そして、保護者と本人の思いも定期的に共有していけるとよい。
・小学部から通学している児童は将来的に関わっていく可能性が高いため、生活介護やＢ型事業所についての情報を小学部にも流していただけるとありがたい。




  専門性向上推進部　
自己評価
	評価する領域・分野
	「研究・研修」「外部専門家による授業支援」（専門性向上推進部）

	現状及びアンケート
の結果分析等
	・保護者には、教師が熱心に授業支援や教材研究を行っていることを児童生徒の様子から感じ取ってもらっている。実態に即した授業内容は、更に学習内容の系統性や、小中高の連携、つながり・深まりのある指導、個への授業内容、個別最適な学び・協働的な学びについて実践を深める必要がある。

	今年度の具体的かつ
明確な重点目標
	（１）特別支援教育の専門性の向上を図るため公開授業研究会を企画、実践する。
（２）特別支援教育の専門性の向上を図るため、研究授業や研修会等、学び合う研修・研究の方策を検討し、実践する。

	重点目標を達成する
ための校内組織体制
	・専門性向上推進部　
・研究推進委員会及び各研究グループ　
・各部会

	目標の達成に必要な
具体的取組


	（１）全校研究を中心に、日々の授業改善や授業公開を行うことで専門性の向上（授業力の向上）を図る。
（２）授業を見合ったり、意見を出し合ったりするなど、職員間で学び合える場を設け、専門性の向上を図る。

	達成度の判断・判定
基準あるいは指標
	・研究授業後の検討会での相互評価、公開授業研究会や研修会後の職員アンケート
・児童生徒の様子、保護者や外部関係者の意見や感想

	取組状況・実践内容等
	・９月の小学部低学年の指定公開授業では、参観週間を設けて、全校で参観した。事後研究会では、小中高の職員の縦割りグループを編成し、討議を行った。
・１２月の公開授業研究会では、各部ごとに指定公開授業・分科会を行った。
・出張報告会を開催して、学びの共有を図った。

	評価の視点
	評価

	➀全校研究、公開授業研究会等を通して、授業力を向上させることができたか。また、児童生徒に還元することができたか。
➁職員の専門性を高める研修・研究を行うことができたか
	Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ

Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ

	成果・課題
	総合評価

	〇授業者だけでなく、周りの職員も授業を参観して意見を述べるなど、よりよい授業にしていくために協力できる機会を設けることができた。
〇他分掌主催の研修も含め、定期的に適宜研修を行い学びを得ることができた。
▲研究主題について、深めたり、系統立てたりすることができなかった。
▲職員一人一人のニーズを聞くなど、きめ細かい研修は企画できなかった。
	
Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ

	来年度に向けての
改善方策案
	・小中高の縦割りグループでの意見交流等の回数を増やし各部の連携をさらに図る。
・気軽に参加できる自主的な自主研修会を開催する。



学校関係者評価　（令和８年２月２日実施）
	意見・要望・評価等
・公開授業研究会の実施に当たっては準備にご苦労されたことと推察します。先生方にどのような変化がもたらされたか検証されると効果が見えるかと思う。
・外部専門家による授業支援・授業公開を通して授業力が向上したと思う。
・先生方はとにかく忙しい。研究会候でなくても日常的な会話の中で改善につながるヒント等を得ることができるのでそのようなやり取りを研修に含めることで負担を軽減できるのではないか。
・指定公開授業は生徒も職員も大変だったでしょうが、「今」を見てもらい向上させていくためには良い機会だった。定期的に行われると良いかもしれない。
・先生方にどのような研修を受けてみたいか、アンケートで聞き取り実施されると良い。



  教育相談・地域支援部　
自己評価
	評価する領域・分野
	「相談支援（教育相談・地域支援）」

	現状及びアンケート
の結果分析等
	・児童生徒や保護者に対して寄り添い、組織的に相談対応をしていく。
・地域のニーズに応じたセンター的機能を充実させる中で、その取組について当校保護者に周知を図る必要がある。

	今年度の具体的かつ
明確な重点目標
	（１）学校生活や家庭生活での児童生徒、教員や保護者の困りごとに対して、相談しやすい体制を作るとともに、校内の各分掌や外部関係機関と連携を図り、組織で対応する。（校内支援）
（２）通学圏域の各学校からの相談では、ニーズに応じた支援方法や合理的配慮の提供に努める。また、地域の教育者や療育者等のニーズに応じた研修会を開催し、地域における特別支援教育を推進する。これらの取組は、ホームページを通じて保護者や当校職員に周知を図る。（校外支援）

	重点目標を達成する
ための校内組織体制
	・各部会（各部に特別支援教育コーディネーターの配置）による情報共有
・各分掌と連携（校内ケース会議、連携支援会議、いじめ防止等対策検討委員会、
会議における職員の時間割調整、）した相談支援
・スクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカー等の専門家の活用
・コーディネーター会（事例検討会、個別の教育支援計画の確認）の運営方法
・管理職、コーディネーターと連携した校外支援、研修会の企画・開催

	目標の達成に必要な
具体的取組


	（１）日常生活の様子の情報交換や教育相談週間、心のアンケートの情報収集により、「困りごと」解決に向けた相談支援体制の充実と、迅速に校内の各部署、外部関係機関と情報共有や連携を図る。
（２）校外支援の実施状況について相手校にアンケートを実施する。
（３）地域支援研修会等を開催し、参観者にアンケートを実施する。

	達成度の判断・判定
基準あるいは指標
	・校内の各分掌や外部関係機関と連携を図り、組織的な相談支援状況
・コーディネーター会の運営状況
・校外支援や地域支援研修会等のアンケート、学校アンケート等の結果

	取組状況・実践内容等
	・教育相談週間、心のアンケートの結果や学校・家庭生活を踏まえて、ケース会議や連携支援会議を行った。
・三町の小・中学校へ訪問支援を行った。
・地域の教育・療育機関等の職員や保護者に向けた研修会を実施した。

	評価の視点
	評価

	①関係分掌と連携したケース会議・連携支援会議の開催、スクールカウンセラー等の専門家との連携を通して、児童生徒や保護者に寄り添った相談・支援をすることができたか。
②地域の各学校・療育機関等のニーズにあった研修会・訪問支援を行うことができたか。
	Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ

Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ

	成果・課題
	総合評価

	▲組織的な相談支援に努めたが、家庭環境や児童生徒の特性等から、教育支援のみでは対応が困難なケースが増えている。そのため、関係機関との連携の在り方を構築していきたい。
○管理職、関係職員やコーディネーターと三町教育委員会が連携し、地域の教師と共同した研修会を実施できた。研修会および訪問支援の事後アンケートでは、いずれも良い評価を得ることができた。
	

Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ

	来年度に向けての
改善方策案
	・どの段階でどの機関につなぐのかを図式化をしたり、SCやSSWによる成功・困難事例を共有したりして、連携の在り方に関する知識の向上を図る。
・地域の小学校、中学校の職員と校内職員がとともに継続的に学び合える研修会を通して、地域における特別支援教育を推進する。



学校関係者評価　（令和８年２月２日実施）
	意見・要望・評価等
・地域の小中学校と連携する機会があり素晴らしい。小中学校校長会の方々と会う機会があったが、障がいをもつ児童生徒の指導に苦労されていた。ぜひ地域連携を深め、本校のノウハウをいかしていただきたい。
・家庭環境や個人の特性から困難なケースがある。コーディネーターや三町教育委員会と連携し研修を実施、訪問支援され、大いに努力されている。
・幼児園も含め、地域の小中学校等との交流が深められていることをありがたく思う。揖斐特別支援学校が地域の機関として根付いていくことを願っています。
・生徒の地域の小中学校との交流は大切だが、保護者によって思い違いもある。保護者や本人の思いに添った交流がされていき、地域の一人として卒業をむかえていけることを願います。
・保護者に相談の機会を与えてくださっているので安心感がある。介入しにくいお宅があることも事実なのでまさにそこが課題だと思う。




  小学部　
自己評価
	評価する領域・分野
	「教育活動・学習活動（小学部）」

	現状及びアンケートの結果分析等
	・職員間で情報共有し、共通理解を図って日々の指導支援にあたっている。児童の実態をもとに課題を明確にし、自発的、主体的な姿につながる学習を計画・実践することができた。個に応じた指導や教材教具の工夫を行った。
・保護者との連携を密にし、情報共有を行うとともに迅速かつ誠実な対応を心掛け、信頼関係を築くことができた。概ね高評価をいただいている。

	今年度の具体的かつ明確な重点目標
	・個々の障がいの状態や特性および発達段階等を的確に把握し、学年や学部の系統性を踏まえたうえで、学習活動を計画・実践・評価する。
・研究・研修・情報交流等を有効に活用して、児童が「いきいき　のびのび　かがやく」姿を生み出すことができる授業や活動をつくる。

	重点目標を達成するための校内組織体制
	・学部チームとして共通理解を図り、誰もが柔軟に対応できる職員集団づくり
職員が互いに学び、高め合う場の設定

	目標の達成に必要な具体的取組
	・学習内容の系統性について理解を深め、児童の実態や発達段階を考慮して、見通しをもった学習活動を計画・実践し、評価・改善する。
・自己研修に努め、教員としてのスキルアップを図る。日常的に互いの授業や指導を見合って学び、さらなる指導力の向上を目指す。
・保護者や地域へ積極的に情報発信し理解を図るとともに、学校内外の様々な方々と連携しながら、家庭や地域、学校が一体となった取組を進める。

	達成度の判断・判定
基準あるいは指標
	・児童の発言や様子
・職員の意見、反省や評価
・保護者や地域の意見や感想

	取組状況・実践内容等
	・校内研究を通して、児童の実態や発達段階を見極め、目指す姿や付けたい力を明確にして授業実践し、評価・改善を継続的に行った。
・チーム支援体制を導入し、学年・学部にとらわれない柔軟な人員配置や専科による授業を実施した。今後のあり方については更なる検討が必要である。
・学びの系統性を踏まえた校外学習の見直し、地域資源を活用した米作り体験、包括的な支援を可能にする連携支援会議の継続的な実施等を行った。

	評価の視点
	評価

	・学習内容の系統性や発達段階を考慮した学習活動を計画・実践し、評価・改善に努めることができたか。
・個々の実態に応じた課題や指導方法等について、学部職員間で十分に話し合いながら進めることができたか。
・家庭や地域へ丁寧な情報発信を行い、連携を図りながら一体となって多様な教育活動を実践することができたか。
	Ａ　　Ｃ　Ｄ

Ａ　　Ｃ　Ｄ

Ａ　　Ｃ　Ｄ

	成果・課題
	総合評価

	〇チーム支援体制により、協働・分担を意識し、幅広い指導・支援や多様なアプローチを実現する仕組みを整備することができた。音楽や体育の専科授業により、指導力の向上と空き時間の確保につながった。
〇学部職員全体で精力的に授業研究を進めることができた。児童の実態を共有し、目指す姿を明確に描いたうえで、自発的、主体的な学びを生み出すための手立てを工夫して実践した。事前、事後検証を行い、授業改善につなげた。
〇地域資源を活用した学習活動の推進、継続的な学校間交流や連携支援会議の実施等により、校内にとどまらず広く外部連携を深め、教育活動の充実を図った。
〇学習室の設置及び活用、教材・教具の整理整頓等、学習・生活環境の改善に取り組むことができた。
▲担任の負担軽減、業務の平準化等の視点から、安定した人員配置と柔軟な時間割編成を工夫し、チーム支援の発展的な在り方を検討する必要がある。
▲人権教育や危機管理の面から日常的になっている指導や環境が適切であるかを見直し、一人ひとりを大切にする教育活動の推進を図る。
	Ａ　　Ｃ　Ｄ

	来年度に向けての
改善方策案
	・学年・学部間の連携、効果的な人員配置、適正な業務分担についてさらに協議し、実践を重ねる。共有の場と時間を確保する。
・自立活動、特別活動、キャリア教育等について、教育課程を踏まえた弾力的な見直しを図る。
・トイレや着替えの指導に関する物的・人的環境の整備、教材物品の整理整頓、危機管理意識の向上に努める。



学校関係者評価　（令和８年２月２日実施）
	意見・要望・評価等
・学部に縛られないでチーム支援を行うことに課題もあるでしょうが、個々の対応には限界がある。ぜひチームで取り組むことで児童にとって良い指導ができることを望みます。
・様々な活動を通して学校内外にて教育の充実が図られている。一人一人の人格を大切にする教育に期待します。
・小学部から色々な体験をしていくことはとても大切で保護者も望んでいるところだと思う。
・一人一人に合った学習を提供してくださっている。手作りの教材、手厚い支援、ありがとうございます。



  中学部　
自己評価
	評価する領域・分野
	「教育活動・学習活動（中学部）」

	現状及びアンケート
の結果分析等
	・生徒との信頼関係及び保護者との連携、よりよい関係性を構築して進められるように努めている。
・生徒一人一人の個別の指導計画に基づき、各科目・領域の短期目標に対する適切な手立てを作成し、授業内容が定着できるように努めている。

	今年度の具体的かつ
明確な重点目標
	・日常生活でのコミュニケーション能力や人間関係形成能力の育成
・個々の実態に応じた学びの手立ての作成と学習意欲の向上を目指すための授業改善の工夫

	重点目標を達成する
ための校内組織体制
	話しやすい、相談しやすい職場の雰囲気づくり
・学部会（生徒の情報交換、授業、部行事に向けての共通理解）

	目標の達成に必要な
具体的取組
	・作業学習・生活単元学習・自立活動において、生徒の障がいの実態等を踏まえて、修正や見直しを行いながらその生徒にとっての「できること」を積み重ねていき、自己肯定感を高めていく。
・自己研修に努め、お互い授業を見合い、スキルアップを図る。

	達成度の判断・判定
基準あるいは指標
	・生徒から学習活動の感想や意見等
・職員の意見、反省、評価
・保護者や外部からの感想・意見等

	取組状況・実践内容等
	・生徒の実態把握を行い、授業の進め方の修正や見直し、検討を行った。
・「思いを伝えながら社会と関わる力を育む」の観点から研究に取り組み、授業改善を行った。
・健康維持を保つため、「朝運動」の継続や休み時間に運動を行った。
・行事や学習活動をホームページに掲載し、保護者や校外の方へ積極的な情報発信を行った。

	評価の視点
	評価

	・学校行事や部行事の中で自己理解や周囲との関係理解を深める取組を工夫し、社会自立につながる必要な知識・技能の習得を図ることができたか。
・自立活動、生活単元学習等との横断的な取組を踏まえた指導計画の立案および実施することができたか。
・ＩＣＴ機器やデジタル教材等を有効に活用し、教育的ニーズに応じて自ら学びを引き出す授業を設定できたか。
	Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ

Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ

Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ

	成果・課題
	総合評価

	〇（全）行事では、主担当が早めに計画を立て、生徒一人一人の活躍の場を作れるよう全職員でその都度話し合いをもち取り組むことができた。
〇（知）生活単元学習を研究で取り組み、職員で話し合い授業改善ができた。
〇（知）作業学習では、生徒一人一人の実態を把握して一人で取り組めるように補助具や言葉掛けを工夫できた。
〇（重）教師一人で授業を行う困難さを、看護師の助けや応援の教師との連携でよい授業を行うことができた。
△（全）小学部へ出向いた教師は学びが大きいと好評だった半面、残った教師からは、人手、掌握面で不都合があった。
△（全）教科や行事の担当者を４月に決めたが、見直しが必要となった。
△（全）校外学習や職場見学は、生徒の実態と３年間を見通して再度見直す。
△（全）部活動の在り方を中学部として見直したい。中・高等部で、木曜5時間目の特別活動の時間にクラブ活動として取り組むのはどうか？
	Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ

	来年度に向けての
改善方策案
	・来年度１年生が増えることを見据えて、各教科等の取組みを今から考え取り組んでいく。
・教材の共有化、連絡帳の記入の工夫等を行い、仕事の負担を減らし、働き方改革を進める。
・授業面のみなく、生徒指導面でも話し合いをもち、個を伸ばしていく。



学校関係者評価　（令和８年２月２日実施）
	意見・要望・評価等
・一人一人に合わせて道具や言葉がけがされている。次年度人数が増えることによりここへの対応が難しくなることが予想されるが、これまでの知見を活かして取り組んでください。
・一人一人が輝く教育がなされ、周囲との関係性を構築しながら知識技能の習得が図られている。
・特別活動の時間をクラブ活動として取組むのは活動時間も増えて良いと思う。異年齢との交流の時間は卒業後の就労時にも「力」になる。
・一人一人が得意なことや苦手なことに向きあっていけるよう支援してくださっている。







  高等部　
自己評価
	評価する領域・分野
	「教育活動・学習活動（高等部）」

	現状及びアンケート
の結果分析等



	・生徒は教師との信頼関係のもと、学校教育目標の達成に向けて自主的、主体的に学習活動に取り組めている。
・学校は生徒に愛情をもって熱心に対応し、個に応じた細やかな授業内容の支援をしており、保護者は肯定的にとらえている。
・保護者との連携や意思の疎通等が図られ、効果的な支援につながっている。

	今年度の具体的かつ
明確な重点目標
	・様々な活動を通して、主体的に学習に取り組む態度や、課題解決に必要な思考力、判断力、表現力を育み、自己理解の向上を図る。
・健康な身体と豊かな心を育み、コミュニケーション能力の向上を図る。
・将来の職業生活や社会自立に向けての基盤となる資質・能力を育む。

	重点目標を達成する
ための校内組織体制
	・学部内での共通理解および学年、校務分掌、学部間の連携を図る。
・外部機関と連携する校内組織の充実を図る。

	目標の達成に必要な
具体的取組
	・生徒が学校生活の場で自主的かつ主体的に取り組む姿勢や力を育むことができる学部経営、学年経営、学級経営を行う。
・生徒一人一人の障がいの状態や特性及び心身の発達の段階等を把握し、適切な指導計画のもと、卒業後の進路の達成に向けた学習活動（教科指導、作業学習等）を実践する。
・社会自立や社会参加に向けて地域や関係機関と連携を図り、自立した生活を送るための支援体制を整理する。

	達成度の判断・判定
基準あるいは指標
	・職員の意見、反省
・生徒及び保護者のアンケート結果及び意見
・現場実習及び販売活動先担当者からの意見及び感想
・学校運営協議員の意見

	取組状況・実践内容等
	・作業学習、進路学習における内容や体制の整理と見直し。
・生徒の意見を取り入れた生徒が主体となる活動の場を増やす。

	評価の視点
	評価

	①学年間の連携を通して、学部経営、学年経営、学級経営を行うことができたか。
②生徒が自主的かつ主体的に取り組める各教科における学習活動が展開できたか。
③生徒の将来を見据えた生活単元学習、作業学習等への取組みを展開できたか。
④生徒一人一人の障がいの状態や特性及び心身の発達の段階等を把握し、進路実現に向けた適切な支援をするための取組みが適切な指導計画の下で実践できたか。
⑤生徒の社会自立や社会参加に向けた教育に取り組めたか。
	Ａ　　Ｃ　Ｄ
Ａ　　Ｃ　Ｄ
Ａ　　Ｃ　Ｄ
Ａ　　Ｃ　Ｄ

Ａ　　Ｃ　Ｄ

	成果・課題
	総合評価

	○校内外において生徒理解に関する機会を定期的に設け、情報共有を図った。
▲不登校傾向等の生徒及び家庭への支援やアプローチの仕方についての情報を収集していきたい。
	Ａ　　Ｃ　Ｄ

	来年度に向けての
改善方策案
	・連携機関の幅を広げ、情報収集を図る。
・各部、学部間の流れを見据えた学習、進路指導の在り方について整理や見直し。



学校関係者評価　（令和８年２月２日実施）
	意見・要望・評価等
・成長とともに自我が芽生え、指導が難しい事例が出てくるのではないか。生活面での指導は学外の機関との連携が必要になる場面もあるかと思われるが、定期的に情報共有を図るなど前向きに取り組んでいる様子がよくわかった。
・作業製品販売など様々な活動を通して社会参加の学習支援が図られている。
・自力通学の生徒や保護者と職員が関わる時間は限られている。よほどのことがないと保護者から連絡は取りにくく思うが、不安に思っている保護者はいるのではないかと思われる。
・生徒たちの作業学習の様子から、一人一人が仕事を意識して行動しているよう感じられた。報告書を見て先生方の努力を改めて感じた。



